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米倉山太陽光発電所の
建設等に関する基本協定を締結

こめ くら やま

　昨年11月6日、県と東京電力株式会社は、甲府市下向山町
の米倉山に共同で設置する出力1万kWの太陽光発電所の建
設等に関する基本協定を締結しました。この発電所は、平成23
年度末に一部の運用を開始する予定です。完成時には、一般
家庭3,400世帯分の年間使用発電量に相当する約1,200万
kWhの電力を発電し、年間約5,100tの二酸化炭素排出抑制効
果が見込めます。
　県では、今後も全国有数の日射量を有する本県の地域特性
を生かし「ソーラー王国やまなし」を目指していきます。

県産ワインのブランド確立・
消費拡大に向け「山梨ヌーボーまつり」開催
　県産ワインのブランド確立・消費拡大に向けた取り組みの一
環として11月3日を山梨ヌーボー解禁日とし、昨年11月には東
京日比谷公園をはじめ県内各地で「山梨ヌーボーまつり」が開
催されました。県内ワイナリー35社が出店した小瀬スポーツ公
園の会場では、大勢の方が68銘柄の県産ワインを堪能してい
ました。
　今年1月には、横内知事がイギリスに出向き県産ワインのトッ
プセールスを行うなど、県では、県産ワインのブランド確立・販路
拡大に向けた取り組みに力を入れていきます。

読売巨人軍 松本哲也選手に
「山梨県イメージアップ大賞」が贈られました
　昨年12月6日、本県出身の読売巨人軍 松本哲也選手に「山梨県イメージアッ
プ大賞」が贈られました。この賞は、スポーツ、芸術、文化、産業などあらゆる分野
で県民に感動を与えるような活躍をし、本県のイメージアップに貢献した個人など
に贈られます。松本選手は、育成選手として読売巨人軍に入団。下積みから努
力を重ね、2009年シーズンにレギュラーポジションを獲得し、最優秀新人とゴール
デングラブ賞を受賞。この活躍は、多くの県民に大きな感動を与え、プロ野球を
志す子どもたちに夢と希望を与えました。

21 ふれあい



　昨年10月から12月にかけての３カ月間、「わたしの人生にビタ

ミンやまなし」をキャッチフレーズに、やまなしブランドPRキャンペ

ーンが首都圏の30～40歳代女性をターゲットに展開されました。

女性の関心が高い「美」「健康」「癒し」をテーマとしたこのキャ

ンペーンでは、26の山梨の特産品や観光資源をビタミンやまなし

Fは富士山、Wはワインといったように、AからZまでのビタミンにた

とえて紹介しました。

　期間中は、JR中央線快速の１編成をビタミンやまなしの広告で

埋め尽くしたADトレインの運行などが行われました。また、東京日

本橋にあるアンテナショップ「富士の国やまなし館」では、本県出

身の歌手 田原俊彦さんを特別ゲストに迎えキャンペーンの「キッ

クオフPRイベント」が開催され、本県出身のソムリエ 五味丈美さ

んやパーソナリティー 小俣雅子さんと「やまなしを語る」と題したト

ークショーが行われました。「ビタミンやまなし」のHPには、本県出

身の作家 林真理子さんの「読むビタミン」と題した特別エッセイ

も掲載されるなど、さまざまなメディアで本県の魅力がPRされました。

「美」「健康」「癒し」をテーマに
やまなしブランドPRキャンペーン開催

　山梨、静岡、神奈川県の知事が広域的な行政課題への取
り組みについて協議する「第4回山梨・静岡・神奈川三県サミッ
ト」が、昨年10月2９日、本県で開催されました。
　このサミットでは、富士山噴火災害に備えて、三県が連携し
て取り組む具体的な対策等を定めた「富士山火山防災対策
に関する協定」が締結されました。
　また、富士箱根伊豆国立公園を中心とした地域の活性化
を図ることを目的とした「富士箱根伊豆交流圏構想」が策定
されました。

「第４回山梨・静岡・神奈川三県サミット」開催
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